
資料 ２ 

川越市農業振興計画改訂版の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 農業に関する効果的な情報の受発信 

⑴ 農業に関する効果的な情報の受発信 

①必要な情報収集、効果的な情報発信、双方向での情報伝達 

5 農業とのふれあいの推進 

⑴ 市民が「農のある生活」を楽しむ場の提供 

㉟市民農園の整備運営支援 

 ㊱農業祭や農家レストランなどを通じた都市住民が農業に親しむ機会の創出 

 ㊲農業体験など、子どもたちが農業にふれあう機会の充実 

⑵ グリーンツーリズムの推進 

 ㊳グリーンツーリズム拠点の整備、運営【重点】 

 ㊴都市住民と農業関係者との交流促進、農業及び観光に関する情報発信 

㊵市内宿泊施設等との連携など、川越観光の広域化、滞在時間の延長 

1 食料の安定供給の確保 

⑴ 安定した農業経営の確立 

②農業経営の安定化に向けた農業者への支援 

③土地取得等への経済的支援 

④伝染病予防対策等畜産経営安定化支援 

⑤鳥獣被害防止対策 

⑥AI、IoT、ロボット技術等スマート農業導入促進【重点】 

⑦農業者の雇用確保に向けた取組支援 

⑵ 地産地消の推進 

 ⑧庭先販売、直売所支援、川越産農産物の地域内での流通促進【重点】 

 ⑨川越産農産物の学校給食等での利用促進 

⑶ 農産物の安全・安心の確保 

 ⑩農薬や化学肥料を削減した農法の普及とそうした農産物の付加価値向上 

 ⑪農産物等の適正な食品表示の促進 

⑷ 食品流通の支援 

⑫埼玉川越総合地方卸売市場による流通機能確保 

3 多様な担い手の育成・確保の推進 

⑴ 多様な担い手の支援 

㉒新規就農者に向け、情報提供、技術指導、農地確保等支援 

㉓農業後継者、女性農業者等の育成支援、農業者の子弟による兼業、副業支援 

㉔農業者による組織形成、企業等の農業参入支援 

⑵ 地域計画の策定と取組促進 

㉕地域農業の将来の在り方等を示す地域計画の策定推進【重点】 

㉖地域計画の実行、地域の中心的な経営体等への農地集積【重点】 

4 農地の保全と有効活用 

⑴ 農業基盤整備 

 ㉗ほ場整備による農地の面的集約【重点】 

 ㉘灌漑排水施設等農業基盤整備の推進 

 ㉙農業水利施設の設置個所、耐用年数等の整理、施設の長寿命化等の促進 

⑵ 農業振興地域の農地保全 

 ㉚長期的に農業振興を図るべき地域の農地保全 

 ㉛遊休農地の発生防止、解消 

⑶ 市街化区域内農地の保全 

 ㉜生産緑地地区等の市街化区域内農地での農業振興施策の推進 

⑷ 農の多面的機能と環境の保全 

 ㉝水路や農道等の農業生産基盤の維持管理や整備更新を地域で担えるように推進【重点】 

⑸ 生活環境改善と水質保全 

 ㉞農業集落排水施設の維持管理、地方公営企業法の適用 

2 農産物のブランド化の推進 

⑴ 川越産農産物のブランド構築 

 ⑬川越産農産物ブランド化連絡会との協働による知名度向上に向けた取組【重点】 

 ⑭市内飲食店などと連携した川越産農産物の利用促進の取組 

 ⑮紅赤や巨峰等伝統的農産物の振興、かつて栽培されていた在来種等の保存・伝承 

 ⑯流通やＰＲ等を含め、さつまいもの生産量拡大支援 

 ⑰川越産花きの付加価値の向上や生産振興 

 ⑱「武蔵野の落ち葉堆肥農法」等、三富地域の平地林保全と伝統的農業の振興 

⑵ 産業間の連携の推進 

 ⑲農業者、食品産業、飲食店、各種団体等との交流の場の創出 

 ⑳農業者による 6次産業化の支援、農業者と商工業者の連携による加工化 

⑶ 環境と調和のとれた食料システムの促進 

 ㉑農薬や化学肥料を削減した農法の普及とそうした農産物の付加価値向上【重点】 


